
In April 2022, Osaka City University and Osaka Prefecture University marge to Osaka Metropolitan University 

Osaka Metropolitan University 
 

 

Title ユーゴスラビアの都市(下) 
Author 小林, 博 
Citation 人文研究. 27 巻 1 号, p.38-52. 

Issue Date 1975 
ISSN 0491-3329 
Type Departmental Bulletin Paper 

Textversion Publisher 
Publisher 大阪市立大学文学部 

Description 薮内芳彦教授退任記念 
 

Placed on: Osaka City University Repository 



- 38 -

ユーゴスラビアの都市（下）

lj ヽ 林 博

VI 中心商店街の形態と業種構成

本号では中心商店街についてふれることとする。ユーゴは社会主義の国で

あるから商業経営も自ら資本主義の国とは異なる。しかし， 5人以上が組合

を組織して企業を営むのは可能であり，それぞれは自由に競争している。

その限りでは西欧や日本とも共通の性格をもつ。中心商店街の範囲をいか

に画定するかは問題の残るところであるが，ここでは店舗の規模，外観や連

続性，それに歩行者羅などを指標に，建物の 1階部分を対象として，観察に

よってきめた。したがって厳密な画定ではないことを断っておく。

1) 位謹と形態

まず各市における中心商店街の位置をみると，サグレプでは前述のように

共和国広場に接してその西側のイリツア通りにある。ここは市街を貫く幹線

道路の一部である。幹線道路は共和国広場を貫通するが，広場から双方に商

店街が発達せずに西側だけにできたのは，市街地の形成過程と関係があると

考えられる。すなわち，このイリツア通りは段丘崖下を通る近世の主要街道

で，それ以前の旧市街は段丘上のグラデクとカプトルの 2つの核にあり，こ

れが一体化してかつ段丘崖下にも拡大した当時に成立した。したがって 2つ

の核を連絡する機能をも有してい

た。遠隔交通路であるとともに市内

の主要軸であったことが中心商店街

成立の背景に存在した。いわばこの

中心商店街の位箇は歴史的璽味をも

った位麗といえるであろう。中心商

店街の形態は広場フ゜ラス市線路で，

ドイツ，オーストリアの諸都市と同 ザグレプの中心商店街

じである。しかし，イリツア通りの南側の店舗はところどころ通りと匝角の

(38) 
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プj向に小路をもち，その両側に店舗がある 小路は建物内の通路で総犬では

ない。共和囚広場付近はビルの仕立する近代的な街区をなすが，西するに従

って在米のクロアチア的家伍列に移行し，店舗形態も小規校となる。

辿邦共和国の首都べすグラードの中心商店街は，共和い1広場を中にはさん

で，クネサ‘ミハイロバ通りーテラジエ広楊ーマーシャルチトー通りの一術で

ある。クネサ｀ミハイロパ通りはほほ）ji各地割をなす近llt市街域の中心軸で，

共和国I幻品は近世lIi街域のはしにあり，そこから面方は地割を異にする近代

以後の市街地となる。マーシャルチトー通りはこの近世以後の新しい市街地

域のなかの大通りで，官庁街へ至る革命通りを分派する。こうしてみるとペ

オグラードの中心蔽店街は屁史的な古い通りとその延長上の新しい火通りと

の合成であるといえる。この中心荊店街合成は，地形的には，市の起源をな

すドナウ川河岸の段丘端にあるカメレグダン要寒から除々に南方に高くなる

斜面の稜船にあたる。このことが中心麻店街成立を有利に祁いたとみられる

が，さらにその発展にはこの稜線」．ズ．でかつ近1lt市街のはしにあたる地点に共

和国広拓が設けられ，ここが市内交通のターミナル的機能をもつにヤシ．ったと

いう事梢が加わっている。クネサ‘ミハイロバ通りの）jは狭く歩行者専用路と

なっており，他方マーシャルチトー通りは1じ車の通る近代的人通りで，広い

歩辺と街路樹をそなえている テラジエ広楊は図のように四本の迅路が集ま

るマーシャルチトー通りよりもやや船の広い個所で StrassenMarkし的な性

格を有する。

サラエボの楊合は， ミスキーナ通りとぞの西プ」に辿続するマーシャルチト

ー通りの西半部が中心荊店街にあたる。

前述のようにサラエボの市街はトルコ時代の地区からミリヤ ノカ川ぞいに

しだいに西方へ細長くのびた。これに対応して 卜）レコのrli楊から中心而店街

西漸し，オーストリア時代にはミスキーナ通り，さらに近年ではマーシャ

ルチトー通りへとのひた。マーシャルチトー通りのみ定 IIiが通じ，昼夜の歩

行者の動きからみてもマーシャルチトー通りの方に犯心が移行しつつあるよ

うにみえる。 トルコ時代の商業中心地だったパシチャルシア付近は今も広均

に露天市が出ているが，その販泥品は雑貨布地のほか銅器，皮革製品を土と

した土産物が多く，観光客がおもな対段であるように判断された。モスクー

ルの場合もサラエボと同様トルコ時代の商梨中心から商店街が市街の拡大方

向に北漸している。 トルコ古橋の付近には鉄扉をもつ銅細工の店がみられる

が観光客相手の：I・・産物店がめだち—化般の商店は少ない。その地に連続する 1iii

(39) 
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店街はネレトバ川と平行する通りで回教寺院が点在するなかにあり，店舗も

古い形態を止め，バザールや広場との関連が深い。通りの長さの割合には商

店の集中度が弱く迫力がない。これに対してその他の新しい商店街は計画的

なものでホテル，広場と結合し各店舗はコンパクトに整備されている。しか

し通りの長さは短い。

ノビサドの中心商店街は，スロボデ広場 TrgSlobodeとそれに隣接する

第 2次大戦前の商店街，および戦後再開発によって造成された商店街からな

る。その位置は19世紀以来の都心部で変動がない。スロポデ広場は後述のよ

うに役所，教会，ホテル，商店， レジャー機能が混在する都心ともいえるも

ので純粋の商店街ではない。この広場から派出する通りの 1つに戦前の商店

街がある。その長さは約 200mほどで短かいが店舗が凝集し，人出が多いの

が注目される。店舗は 2階建の家屋で， 1棟 3ないし 5に分割され中央 1階

部分に奥へ入る通路がある。分割された各区画が 1店舗をなすので各舗の間

口はほぼ均等で，店舗規模に格差が少ない。看板，照明，展示などにはそれ

ほど意が用いられておらず，いわば露天市の各店舗が常設化したことによっ

て成立したという感がする。これに対して再開発された商店街は 3~4階の

建物の 1階部分を店舗としたもので， 日本の中都市における不燃化対策をし

た市街地改造の1柑店街と似ている。しかし規模は小さい。またこれと連続す

るマーシャルチトー通りは 6~ 8階のビルで，

その 1~2階部分に店舗がある。ここでは間口

も広く全く近代的なセンスの盛込まれた形態を

とるが， ビジネス機能との混在が目だっ。しか

し，ノビサドの都心部はなお再開発中で，これ

が完成しないと全体としての性格は論ぜられな

ぃ。ただいえるのは新l日li0店街が並在し，新商

店街の方は他機能との混在がみられることであ

る。

新旧廂店街の並在を小規校な形で完成してい

るのはボイボデイナ地方の東南部にあるプルシ
デュプロプニクの

ヤッチの場合である。ここでは旧広場のまわり 中心商店街

に石造 2階建の1柑店街があり，それに接して1|i庁令，新しい広場，これをとり

まくいわゆる下駄ばきビルがみられる。

逆に古い商店街がそのまま今日も機能しているものにデュプロプニク，ス

(40) 
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プリットがある。デュプロニクは前述のように市街地が北西へ狭長な形で拡

したものの， 都心部はいまなお城壁で囲まれた中世都市内にある。 表門

Pile Gate から池まで城内を四く通りプラッア Placaが代表的な中心i即店

街をなす。この通りは中世以前の小瀬戸を埋立たもので，その名のとおり通

りすなわち広場の機能をもつ。品さは約 300mにすぎないが約50余の店舗ガ

-？び，人通りがたえない。しかしこの商店街の基盤は地元の盆要と世界各地

から集まる観光客の岱要に対応するもので，二重の性格をもち，むしる観光

を対象とする庇店街のウェイトが麻い。そのため哀通りには補完的な役割

を果たす商店街があり，棠種の地域的分化が進んでいる。 rlf域全休からみた

に但在するが，I 表門前の広場が屯車の起（終）点をなし，交通網の

うえではさほど不利な立地ではない。通りの両側は海よりの中央部を除いて，

3階建の家民が通りと直角方向に並んでおり，各店舗はそれらの家民の妻の

Cある。通りの両踏にはそれぞれ広坦があり，南他には旧政庁が位附し，

中世都市の中心軸の構迭が今日もそのまま残されている。

スプリットの中心商店街も中世都

市のなかにあるが，その形態はベニ

スの影秤を受けて国民広場を中心に

規則な街蕗型を示す。衣民は古し

造のままで各店鋪の間口も狭し。

接して古代都市ディオクレティア

ヌスの宮氏があるため観光客も多

スプリットの国民広場 ＜，商店街の基盤はデュプロプニク

と同様，地元と観光客の 2つにある。これとOO述して洵岸通りに面するディ

オクレティアヌスの宮殿の城墜には主として観光客を対孜とする小さい店舗

が並ぶ。近代的な体裁をもつ新しい店舗は中世都市域に接する北側の通りに

みられるがまだ中心商店街を形成するまでには至っておらず，人通りも多く

ない。パスクーミナルは洵岸に面した巾世都rti域の南西端にあり，市内およ

び郊外からパスでくる人が多い。またすでにのぺたように中心商店街と反対

側の宮殿城壁ぞいには野菜，花，土在物などの総天,uが開かれ，最寄品の購

買と買回品の購買とがともに容品である。館天市と中心商店街の結合はスイ

スやドイツの店都市（たとえばペルン，ポン， ミュンスクーなど）でもみら

れるが，日本にはさほど多くはない。

リェーカでは巾心商店街が中世都市域の外縁，洵岸通りとの中間に洵J→ドに

(4.1) 
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並行して存在する。ここの中世都市域は不良化して目下再開発中である。中

心商店街はおそらくオーストリアーハンガリ一時代に中世都市域を避けて設

けられたもののようで，通りの北西端には長方形の広場があり ，その周辺は

ビルが多く業務機能が卓越している。電車は商店街に平行して一筋海岸より

の通りを走り ，市内各地から商店街への来集は容易である。また近くのザビ

ツア広場 TrgZabicaにバスタ ーミナルがあり， 郊外からの人びとも訪れ

やすい。

以上を整理すれば表 1のごとくになる。要するに①一般に中心尚店街は広

場と結合しているのがほとんどである。広場を明記しなかったデュプロプニ

クの場合でも表門を入ったところにミリツェビイツア広場 Milicevicaがあ

る。これは規模が小さく今日の水準では広場というほどのものではないが， ．

中世都市のレベルでは広場である。これを含めるとすぺてが広場と結合して

いるといえる。しかし，広場のもつ機能は同じではなく，ザグレプ，ベオグ

ラード，ノビサド，スプリットは市民の集まる繁華街的性格をもつ伝統的な

中心をなすのに対し，サラエボは市場的性格のみであり，モスタ ールは多く

の広場があり，そのうちもっとも新しい広場が中心性をもっ， リエーカでは

通りが広いせいもあって広場のもつ求心性が弱い。②商店街の景観は成立の

時期と背景となる文化で異なる。とくに近世＋近代の商店街ではその相異が

顕著である。③しかし， 1棟即 1家屋即 1店舗ではな く， 1棟が 3ないし 5

に分割され，その中間に奥へ入る入口の部分があり ，これが商店の連続性を

妨げる姿は，モスタールの楊合を除いて共通である。④日本のようなバー，

表 1 各中心商店街の比較

都市名 I 形 態 成立時期 歩車区分 長 さ

サ グ レ プ 広場＋直線型 近 世 歩，車，電車 約 700m

ベオグラード ‘’ 近世＋近代 一部電歩行者専用
車，車 600m 

ノ ビサ ド 広場＋鍵型 近世＋近代 歩，車 300m 

サ ラ 工 ボ 広場＋直線型 近世＋近代 一部歩行車者専
一部，電 600m 

モスタール 広場＋鍵型 II 一歩行部者歩専車 500m 

デュプロプニク 直 線 型 中 世 歩行者専用 250m 

スプリ ッ ト 広場＋網状 中 世 歩行車専用 最長路
200m 

リ 工 力 広場＋直線型 近 世 歩行者専用 500m 

(42) 
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カフ エ， 小飲食店の集在はさすがに見当らないが，ザグレプやベオグラード

の段階の都市では中心麻店街の村後にやや似た機能の付随がみられる。⑤鉄

迅駅の立地が何らか中心商店街の発展方向に影秤を及ぽすといった傾向はみ

られないなどの特色があげられる。

2) 業種構成と店舗配岡

各廂店街の業種構成は表 2のとおりである 概して衣料品，身辺細箕が第

1位を占めるがその比率は都市によって若千巽なる ベオグラードでは洋服

をはじめ衣料品が24.5°0を占め，靴 ・カパンを加えると38.1 Qoとなる。つい

で文化品，食料品の順であるが，文化品の占める割合は 8,|il|．11は人である

ザグ レプもほぽ同じ傾向を示し， 2人中心の姿が伺われる しかし飲食店の

割合はザグレプの方が姦く，混在度が大である。サラエボでは文化品，雑貨

品の比率が低く ，その分だけ衣料品の比率が裔い。また飲食店の北在が少な

いのが注意される。これに対してスプリノトとデュプロプニクでは，食料品

や日用品の店舗が近くにあって，その彩密が強い。ノビサドは著しく衣料品

の占める割合が高く 45‘るにも達する。 f:1本の場合と比校すると，部1|i規校に

もよるが一般に靴 ・カバンの比率が翡く，食料品店の比率が低い。

各市の只体的な店舗陀閥はつぎのごとくである。まず，ベオグラードでは

中心商店街が前述のように，クネザミハイロバ通り ，共和国広場とテラジェ

広場， マーシャルチ ト ー通りからなり ， 店舗配ii~ もそれぞれ特色がみられる

近世市街地域内のクネザミハイロバ通りは歩行者専川の府店街で，やや大き

い紳士服，婦人服の再門店 4をはじめ，服地店 6'洋品雑箕 3, 靴 4' 力Ì3

ン4, 時計眼鋭 3など中心商店街を象徴する店舗が並び，その他に家具，柴

局各 1，本 ・文具 4,化粧品 3，冷蔵庫 ・ミシン ・屯気槻料 2' ガラス製品

・瀬戸物 1'百箕店 2などがあり ，業務横能の'li務所はエー）レフランスはか

ペオグラードテラジエ広場

2,d・3がある 名店舗の配i性は混在

ではあるが，衣料品1刈係はIf:I市街の

中央に近い北西部に，靴 ・カバン，

百貸店はその反対側共和1I叫広楊に近

い南西部にややかたまっている。早

くから成熟した商店街であるため

か，変動が少なく改造lIlのものは 1

店だけであり，かつレス トラン，吹

(43) 
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表 2 中心商店街の業種構成 〔1969.9．筆者の調査 京都 (1958)は木地節郎による〕
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茶店がないのが注意される。ただ北西端にセ）レフサービスのカフエテリアが

1店あるにと どま る。また食料品店もわずか 3店にすぎない。これに対して

共和国広楊からテラジエにかけては中府のビルが集まる中心街で，i捌店は各

ピ）レの 1階にあり，業種も店舗配iiりも多様である。中央の三角形のプロック

は，共和因広場に面してカフエ，シャンデリアなど屯気照明器具店があり，

づいでギャラリ ー， 玩只 ・美術品，オーバー， 美術品，カバン，カメラ，占

藉 洒，洋服などの店がプロックをうめている。

クネザミハイロパ通りの延長上にあたる通りの南側のならびは婦人服，婦

人服地 ・仕立関係 4，紳士服地 1，ストッキング 1など衣料計 6, カバン ・

靴 2，時計 ・費金屈 2，杏窃 2，楽岱，機械カメラ，食料品，チョコレー

ト，百箕店各1などが並ぶ。クネザミイハロバ通りと異なってカフ エ， レス

トランが 3あり，全体的にモダンな店が多い。これに対して，通りをへだて

た北側はオーパー ・服 1，ネククイ 1,fit 1，タパコ，チョコレート，家具，

薬各 1で概して店舗の間L]は狭くかつ 4ケ所が改造中で，そのうえ銀行，百

貨店が大きなスペースを占めている 要するに商店街としては流動的でかつ

2陪以上の業務授能，＿l.：記の銀行などが1昆在している。テラジエ広J-品はその

ままマーシャ）レチ トー通りとなるので両者の楼界が判然としないがホテルモ

スクワから南をいちおうマーシャルチトー通りとすれば，この地区ではホテ

ル 2，カフエ 2, オフィス 3，小百箕店 1などが介在して広い問Ilをとり，

店舗は約1分されたピルの 1階部分にあり不揃がめだっ。業種別では，衣料品

8がやはり多いが，内訳は紬士服 1J !J:.j}人オーパー 1のl.iか洋品関係が 6で，

灯的にはやや落ちる。その他では，時計 ・只金屈4,（1カメラ 1，本 1,矢術

品 1J スポーツ用品 1と文化品関係が 8,氏僻，屯気機附，金物各 1，化粧

品 2, •食料品 2, 凍子 1 で，時計 ・ 伐金屈の多いのが日だつがその店舗規校

は大きくない。マーシャルチトー通りは広い歩氾と並木，Il灌孜？中央に定車

を通ずる火通りで，これよりさらに南にのびるがまと，まらた商店街は北端の

この一僻にとどまる。

ザグレプの廂店街は共和国広楊周辺， その原側のペドリニスカ通り Petr-

injskaとユリシチ ェパ通り Jurisicevaの一部，広楊の西側のイリ］Iッア通り

にわけられる。共和国広楊｝ii辺はもっとも市民の集まる場所で，］広場は 3~ 
5陪建のピルで棚まれ，西南閥に,li内最店の16陪姓の新しいピルがある（本

稿1:15頁の写真参照）。店舗はそれらの 1階部分を古め1iijl:1も広く店内も立派

である。棠種は姉人服および服地 3, 紳—I:婦人服 1, if r',}, 1と衣料関係 4,

(45) 



主要都市の中心商店街 (A)
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本，文具 3' じゅうたん 1'食器，荒物， ミシンなど 4'薬 1'百貨店 1'

機械器具 1，菓子 2'食料品 1と多様であるが，時計，貴金属店や靴，カバ

ン店を欠き， レストラン 2'軽食店 3と飲食店が加わる。 他には銀行，旅行

案内社があるだけで 1階部分を占居する業務機能が少ないのが注目される。

広場の隅に薬局がある形はゲルマン系の都市の場合と似ている。イリツア通

りは西方フラン コパンスカ Frankopanska通りとの交点附近まで約500mの

商店街で近世以来の代表的な通りをなす。店舗の配置に一定の傾向はないが，

100余店の うち，衣料品31，靴 ・カバン15で， この 2業種が過半を占める。

他では時計 ・貴金属 4'本 ・文具 4, レストラン・バー10などがめだち，一

般食料品店がきわめて少ないのも注目される。食料品店は肉屋を含めて 4で

あるがそのうち 3は通りの西端に集まっている。この西端部すなわち フラン

コパンス カ通りとの交点付近は電車の停留場があり，共和国広場方面からの

歩行者はここで電車に乗るものが多い。店舗の展示や装飾もやや落ち，場末

的な感がする。広場の東側の地区は店舗数30で商店街として必らずしも成熟

しておらず，イリツア通りの中心部にく らべてやはり見劣りがする。店舗も

狭く ，業種も多様で衣料品，靴，カバン関係は 7にすぎない。

サラエボの中心鹿店街は， トルコ時代の面影をと どめる旧市街からオース

トリア時代に建設された教会前広場までのミスキーナ通り， これと直交する

教会前の通り，教会前広場からマーシャルチ トー通りの交点まで，それにマ

ーシャ）レチトー通りと4つに大別される。教会前広場までのミスキーナ通り

は途中にモスクもあり， トルコ風の家並から石造・2階建の家並に移行する と

ころで，店舗の規模もさほど大ではなく， 看板や装飾も貧弱であまり活気が

ない。業種は総数25店舗中48% （12)が衣料品店で首位を占め，他に，荒物

3'化粧品，薬，食料品，氷菓子，写真，旅行社，スポーツ用品，靴，時計，

オフィス各 1で，買廻品としては靴，カバンの店が少なく，かつ飲食店も全

くない。そうはいっても食料品店はわずか 1つだけで低次の商店街でもない。

またたとえば毛糸と時計と置物，化粧品と時計，冷蔵庫と食器と時計，テレ

ビと計器などがそれぞれ 1店で売られるなど，販売品目の分化、がみられない

店が注意される。いわば一昔前の商店街の感がする。ただ薬局が教会前の広

場に面して立地するのはオース トリア的である。教会前広場の正面にのびる

通りはオーストリア的な雰囲気を残すビ）レ街でその 1陪部分に店舗がある。

これらは間口も広く外観も比較的立派で，靴 ・カバン 4'紳上服，服地など

衣料関係 6,じゅうたん，ス ボーツ用品，機械，理容各 1'改造巾 1とい う構

(48) 
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成を示し，衣料と1t• カバンガゞ圧倒的に多い。教会前広場からマーシャルチ

トー通りの交点に至るミてキーナ通りは一部が市り広Jりとみられる広船に面

サラエボの教会前通り

して片側のみ店舗であるが，一般に

店舗はやや小で（こ耗も多岐にわた

る。総計 32中，衣料訊 9 (28ro)、

叱 ・カバン 6'門叶 3，哀，玩具，

理容，食料品各 2, ~.!.t品，荒物， レ

ストラン，バー，航空会社事務所，

改造rl.t各 1で，衣料品，靴，カパン

が多いが，教会前の通りと異なって

衣料品の内訳は洋品関係が多く，洋服は 1店もない。最後のマーシャルチト

ー通り は総汁32t.］，衣料品10,靴 4' カフェ ・バー 4'本 ・文具 4'菜子，

食料品，理容，電気機器，ガソリンスクンド，カメラ，百貨店，銀行，映画，

改造中各 1で，業種はさらに多秘化し，かつ百箕店が出現するとともに飲食

店が増加して繁部街的性格を強めている。

デュプロプニクの中心商店街では，衣料品 5(10？る）、；1t・カバン 6 (12ro) 

で衣料関係の割合が低い，これは観光客にかなりの比玉がかかっているため

と考えられる。その代り，アクセサリー 5，みやげ 4'絵菜柑 ．j"lylll1 3,時

計 ・負金屈 5'本 ，，文只 3' ＇カメラ ・写真扱彩 3'芙術品 2' カフエ ・レス

トラン 3など地元梢！もと観光客梢毀の二狙性とをかなり弥く反映している。

しかし， 50未満の店舗だけでは居

住人口 3万弱と年間観光容85万の僻

要には対処し得ない。そのためここ

では海岸よりの裏通りに店舗が立地

し，確然とはいえぬまでも，業種的

に分化している。 すなわち， 表門

よりの哀通りには靴と装飾 (21店中

13)、ついで洋品，洋服が点越し，哀 リエーカの中心商店街

通りの中央部は況在，さらに迷よりの広楊一術は食料品 (27店中16)が多く，

表通りのすぐ衷はレストラン・パーが梨まる。スプリットでは中世都市域内

の共和国広坦周辺が，カフエ・レストラソ 4' ワイン 1，袢服 ・洋品 2，化粧

品 2' カパン 1' レコート 2'本 ・文具 1'食料品スーパー 1' みやげ ・装

飢 2など，飲食店がややめだつ繁邪街的性格を示し，この広楊から派出する

(49) 
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主要都市の中心商店街 (C)
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主要都市の中心商店街 (D)
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狭い通りは買廻品（衣料，靴，時計，本，機械器具など）が混在する。さら

に西よりの通りに食料品（とくに肉）の集在する小路がみられ，近接して魚

市場があり，反対東側の旧宮殿域内付近に花，城門外に食料品，みやげ，衣

料，靴の露天市がある。また海岸通り（中世市域の外）は，タバコ， 絵葉書，

新問を売る屋台店が点在し，古代の城壁ぞいには前述のよう に観光客対象の

小店（みやげ，工芸品，時計，装飾，写真撮影など）が並ぶ。

リェーカでは中心的大通りのうち中心市域の前にあたる部分に洋服・洋品

など衣料品関係の店が集まる (19店中11店）が，その他ではさほど顕著な分

布上の特色はなく混在である。店舗は比較的間口の広い近代的な店構えのも

のが多く，その点ではザグレプのイリツア通りとやや趣を異にする。また，

通りに面してはカフ エやビュッフ エが多く， レストランが小路を入ったとこ

ろに立地するのが注意される。

以上，ユー ゴの都市を景観や形態を主にして考察してきた。かつてカナダ

の都市を論じた Jamesand Robert Simmonsは，その著古でカナダ都市の

個々のイメージの背後には規校，起源の新旧，立地牒境，人種的背景の 4つ

の要素が注目されることをあげた (UrbanCanada, 1969, pp. 30-41。)この

考え方をユーゴの都市に適用すると，さしずめ，立地環境，歴史的背景，異

なる文化・宗教の接触・重屈の 3つがあげられるであろう。これに複族国で

あることから民族的差異も加えるべきかもしれぬが，異邦人の眼からすれば

その差異はさほど強くは印象づけられなかった。ユーゴの都市は以上 3つの

要素の複合如何によってそれぞれ固有の都市景観を示すといえる。しかしな

がら，その固有性のうえに，社会主義国の都市としての共通の色合いがかぷ

せられつつある点も見逃せない。

(52) 


